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（会期終了日 現在） 

（１）活動概観

〔調査の経過〕 

本調査会は、外交・安全保障に関し、長期的かつ総合的な調査を行うため、第210回国会

の令和４年10月３日に設置された。その後、３年間の調査テーマを「21世紀の戦争と平和

と解決力～新国際秩序構築～」と決定し、鋭意調査を進めてきた。 

３年目の調査については、理事会等で協議を行った結果、本調査テーマの下、「ウクライ

ナ戦争をめぐる現状と諸課題」、「中東情勢をめぐる現状と諸課題」及び「包摂的平和 

（Inclusive Peace）の実現に向けた課題と方策」について調査を進めていくこととした。 

（２）調査会経過

○令和６年12月24日(火)（第１回） 

理事の補欠選任を行った。 

外交・安全保障に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定した。 

閉会中における委員派遣については会長に一任することに決定した。 

 


